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メディカルケアステーション（ＭＣＳ）は

医療・介護 × ソーシャル × クラウド

医療介護専用の完全非公開型SNSです



ＭＣＳの特長

新しいコミュニケーションの場を提供１

医療介護ならではのセキュリティ２

無料３



東京病院 ＋

山田クリニック ＋

佐藤調剤薬局 ＋

いろは介護施設

ABC訪問看護 ＋

主治医

専門医

薬剤師

ケア
マネ

看護師

家族 患者

患者単位のグループ

患者ごとに、画像や動画付きで連携できる

ワード文書

褥瘡画像

リハビリ動画

切替え 患者家族も参加するタイムライン医療介護スタッフ専用タイムライン



MCSで、電話・FAX・メールが減ります

つながら
ない

誤送信
手間

訪問しないと
わからない

・患者単位の多職種チームで連携できる

・いつでもどこでも空いた時間に連携できる

・履歴も患者単位で簡単に読み返しできる

置き換わる
動画 画像 文書



ＭＣＳの位置づけ

診療情報

文書系情報

医療・介護・多職種スタッフ

医療スタッフ中心

コミュニケーション情報

長島整形外科
長島公之院長
（栃木県医師会常任理事）
により提唱

長島公之モデル

地
域
医
療
構
想
の
シ
ス
テ
ム

（垂
直
方
向
の
医
療
連
携
）

地域包括ケアのシステム
（水平方向・面の多職種連携）



現在、豊島区内の３００以上の
医療介護施設が利用する

多職種連携ネットワークに成長

アクティブユーザー率
（2017年7月のＭＡＵ実績）

＝ ７３％

東京都豊島区医師会事例 ＭＡＵ ７３％の実績

１人の医師が
２名の患者グループを作成し

連携スタート



医療介護関係者、患者・家族の声

「１日の電話の着信履歴が、
５５件から５件に減った」

医師

「変化のある患者に集中して
適切な連携が取れる」



「申し送りの時間や会議も短くなり、
残業が減った」

看護師

「患者とゆっくり向き合える
時間が増えた」

医療介護関係者、患者・家族の声



ケアマネ

「ヘルパーが入る予定なども
簡単に共有できた」

「医師などとの連絡が容易になった」

医療介護関係者、患者・家族の声



「先生やスタッフへの信頼が増した」

患者・家族

「訪問に来たスタッフがみな、
私の状況をわかってくれていて安心」

医療介護関係者、患者・家族の声



「行動変容」をもたらすMCS

独居在宅患者Ｔ・Kさんのタイムライン

青森県野辺地町事例

MCSによる連携効果

患者の顔、変化が見える

スタッフ全員で
患者を時系列に把握できる

医療介護の垣根がなくなり、
意識が変わった、

モチベーションがあがった



できるところから、少しずつ

連携効果が見込める患者から登録する１

電話などのやり取りの多い多職種から招待する２

まずは「了解」ボタンを押すところからはじめる３

電話（緊急時）や対面（デリケートな内容）も併用４

利用頻度などを決めている地域もあります５

導入のコツ １



困っているところから始めましょう

どれか、１つの連携からでもMCSを始めましょう

解決

「緊急じゃないし、先生に電話しにくいなあ」

「ケアマネの〇〇さん、いつも電話つかまらない」

「理学療法士の〇〇さん、しょっちゅう電話かかってくる」

「訪看からくるＦＡＸ、管理に困っちゃう」

「会議の招集と議事録の共有がめんどうだなあ」

導入のコツ ２



http://www.ikairen.net/

医師会、自治体を対象にＭＣＳセミナーを開催

MCSの先進事例、ノウハウ、セキュリティや運用の情報を
全国の医師会、自治体、医療介護施設向けにご提供しています

医介連研究会を活用しましょう導入のコツ ３
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